








オグループの選択によって設定値を変更できるようになります．

インストールマニフェストへリスト23の内容を追加し，アドオン
マネージャから設定パネルを開くことができるようにします．

設定値によって動作を変更する

　設定値によってはセッションを削除しようとしたときに確認ダ
イアログを表示させるように処理を追加します（リスト24）．
JavaScriptから設定値を取得するには，XPCOMサービスである
nsIPrefServiceインターフェースを利用し，設定値の型に合わせ
てgetBoolPref，getIntPrefなどのメソッドを使います．リスト
24では，設定名が接頭辞「extensions.sessionstore.」で始まる
すべての設定値を読み書きするためのnsIPrefBranchオブジェク
トを取得してから，getBoolPrefメソッドで設定値の取得をして
います．

動作確認

　今回は，インストールマニフェストを修正したので，拡張機能
を再インストールする必要があります（コラム「修正したソース
ファイルの動作を確認するには」参照）．再インストールした
ら，まず「about:config」を開き，表6の設定値が既定値で設定
されていることを確認します．次に，アドオンマネージャから
「Session Store」を選択し，「設定」ボタンをクリックして設
定パネルが表示されることを確認します．さらに，設定を変更す
ることでセッション復元時などの動作が変化することを確認しま
す．

フェーズ④̶ XPI パッケージング

　手順は「拡張機能開発基礎編」のフェーズ⑤と変わりありませ
んが，defaultsフォルダ以下も含める点に気を付けてください．

まとめ
　本章では拡張機能開発のごく基本的な部分を解説しましたが，
拡張機能やXULにはまだまだ多くの魅力的な機能があります．こ
の機会にぜひ拡張機能開発の世界へと足を踏み入れてみてはいか
がでしょうか．

ー　47　ー

<em:optionsURL>chrome://sessionstore/content/prefs.xul</em:optionsURL>

リスト23：install.rdfへの追加

var prefSvc = Components.classes["@mozilla.org/preferences-service;1"]
              .getService(Components.interfaces.nsIPrefService);
var prefBranch = prefSvc.getBranch("extensions.sessionstore.");
if (prefBranch.getBoolPref("warnOnClear") == true) {
  if (window.confirm("Really?") == false)
    return;
}

リスト24：overlay.jsのclearメソッドへの追加


